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1 はじめに 

 大阪平野を貫流する大和川は歴史的に水不足問題

を抱えており，農業用水を確保するため，近隣の紀ノ

川水系から導水を行っている 1)．しかし，今後の地球

温暖化の気候変動により，気温・降水量の変化が懸念

されており，河川の流量が減少すれば再び水不足に

陥る可能性がある．本研究では水不足問題のある大

和川流域を対象に，地球全体の平均気温が 2℃，ある

いは 4℃上昇した場合の蒸発散量・流出量を予測し，

流況の変化を評価することを目的とする． 

2 d2PDF,d4PDF のデータ整理 

 d2PDF,d4PDF2)3)とは文科省・気候変動リスク情

報創成プログラムにより作成された，地球温暖化に

資するアンサンブル気候予測データベースである．

地球全体を大気モデル化し，日本周辺地域を 20km

格子，その他を 60km 格子の空間解像度にして行っ

た全球実験から構成されており，条件を変えて実験

を行うことで多数のアンサンブルデータを得ている．  

 本研究では 2℃上昇実験(2K)と 4℃上昇実験(4K)

と過去実験(hpb)のデータを利用した． 

 3 大和川における水循環モデル 

流量モデル（分布型流出モデル）は，大和川流域(1070

㎢)を 250m メッシュで 16,176 個に分割し，流域内の 

全メッシュに鉛直方向に並べられた3層のモデル（表

層，不飽和層，地下水層モデル）と河道モデルからな

る．各層からの流出成分を落水線に沿った河道モデ

ルに入力して，Kinematic Wave 法で河道流量を逐次

計算するモデルである．特徴としては，各層のパラメ

ータを設定することにより土地利用，土壌，表層地質

の水文学的な特性を反映できることが挙げられる．

図 1 にモデルの構造概要を示す． 

4 大和川における蒸発散量・流量解析 

(1)計算条件の設定 

表 1 は本研究で検討した 2 つのケースを示したもの

である．case1 は現在の運用を反映したものであり，

case2 は吉野川分水を考慮しないものである． 

(2)蒸発散量の算定 

図 2 は各実験における年間蒸発散量と年間降水量に

ついて示したものである．過去実験と比較すると，気温

が上昇すると降水量が増加する傾向が見られた．4℃上

昇実験では蒸発散量の最小値が過去実験の最大値より

も大きく深刻な渇水問題が発生すると予想できる．一

方 2℃上昇実験では過去実験とほとんど変わらない結

果となった． 

(3) 流出量の算定 

 大和川水系の基準点である柏原地点での流出量を算

定した．図 3 は各実験における年間総流出量について

示したものである．流出量の変化幅について着目する

Daiki AKI, Akira KURIHARA, Koji TANAKA 

koji.tanaka@oit.ac.jp 

図 1 流量モデルの概要図 
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表 1 計算条件 

人口系排水量吉野川分水

case1 〇 〇

case2 〇 ×
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と，4℃上昇実験の変化幅が最も大きくなっており，流

出量が極端な傾向になることを示した．過去実験と比

較すると，4℃上昇実験では流出量が減少傾向，2℃上昇

実験では増加傾向を示している．吉野川分水を考慮し

ない 2℃上昇実験 case2 においても，過去実験よりも

増加傾向を示すことから，気温が 2℃上昇するとより多

くの水が流れ，流況が改善される可能性がある． 

 図 4 は過去実験と 2℃上昇実験の各ケースの流出量

について月別に示したものである．現在，吉野川分水が

通水される 6~9 月に着目すると通水の始まる 6 月と気

温の高い 8 月では，過去実験 case1 よりも 2℃上昇実

験 case2 の方が流出量が増加しており，通水がなくと

も，現在と同等以上の水が流れる結果となった． 

5 おわりに 

本研究で得られた結果は以下のとおりである． 

・地球全体の平均気温が4℃上昇すると蒸発散量が増加

し流出量が減少した．2℃上昇では蒸発散量がほとん

ど変わらず流出量が増加する結果となった． 

・気温が 2℃上昇すると 6 月と 8 月では通水がなくと

も流出量が増加傾向にあり，7 月と 9 月では通水の有

無に関わらず流出量が減少傾向にあることがわかっ

た． 

 今後の課題としては，水循環モデルを用い水温につ

いて解析を行うことで，大和川流域の治水・利水・環境

への影響を把握し，適応策を検討していくことが挙げ

られる． 
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図 4 過去実験と 2℃上昇実験の月別流出量の比較 

図 2 年間蒸発散量と年間降水量の比較 
図 3 年間流出量の比較 
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